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高温ガス炉を用いて製造した T を Li 装荷体に閉じ込めるために、装荷体に Ni 被覆 Zr 球を充填し T の内圧

を下げることを想定している。先行研究では Li 酸化物と接触状態における Ni 被覆 Zr 球の水素吸収性能を調

べた。本研究では、Li 酸化物と非接触状態における Ni 被覆 Zr 球の水素吸収実験を行ったので報告する。 
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1. 緒言 

 DT 核融合炉の運転には、初期装荷 T(トリチウム)が必要である[1]ため、その調達方法として高温ガス炉を

用いた製造法を検討している[2]。高温ガス炉に Li 装荷体(Li ロッド)を装荷し、6Li(n,α)T 反応を利用して T を

製造する。現在想定している Li ロッドは Al2O3 容器内に LiAlO2 と Ni 被覆された Zr 球を装荷したものであ

る。Zr 球は T を吸収することで内圧を下げ、Ni 被覆は Zr の酸化を防ぐ役割を持つ。先行研究では、酸化物

と共存下(温度 900℃)において、Ni被覆 Zr球が十分な水素吸収性能を保持するという結果が得られている[3]。

これまで Ni 被覆 Zr 球と酸化物が接触状態で研究を行っていたが、酸化物との接触及び非接触状態が水素吸

収性能に及ぼす影響は未確認である。本研究は、酸化物と非接触状態の Ni 被覆 Zr 球の水素吸収性能を調べ、

接触及び非接触状態が水素吸収性能へ及ぼす影響を確認することを目的とした。 

2. 実験方法・結果 

図 1 に非接触状態の実験で用いた試料を示し、図 2 に実験装置の

概略図を示す。実験では、Ni 被覆 Zr球 30 個、及び LiAlO2 50 mg を

装荷した、図 1 の試料(非接触の場合)を石英管内に設置し、900℃ま

で昇温した後、石英管内に水素を導入し、石英管内の圧力変化を記

録した。接触状態での実験は LiAlO2と Ni 被覆 Zr 球を一つの容器に

入れて行った。試料は接触及び非接触状態それぞれに対して、水素

導入前に 3 日間共存させたもの、酸化物が無いものの 2 種類を用意

した。図 3 に水素導入後の石英管内の圧力変化、及び拡散計算の結

果を示す。拡散計算から、Ni 被覆 Zr 球のみかけの拡散係数及び溶

解度係数を求めた。図 3 より、非接触状態においても、酸化物無し

の場合と比較して、水素吸収性能が接触状態と同程度劣化している

ことがわかる。接触及び非接触状態において、みかけの溶解度係数

に関しては値に差はなく、みかけの拡散係数に関しては 2 倍程度の

差にとどまる。発表では、酸化物の量を変えた場合の実験結果につ

いても議論を行う。 
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図 1 実験で用いた試料(非接触状態) 

図 3 LiAlO2と Ni 被覆 Zr球が接触・非接

触状態で共存した場合の圧力変化 

図 2 実験装置概略図(非接触状態) 
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